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1．まえがき 

COVID-19拡大の影響により，2020年以降世界の
教育機関で，オンラインを中心とした遠隔授業が普
及した．一方，実技教育のうち運動指導に関しては
比較的にオンライン化が進展したが，こと芸術に関
する実技教育では，吉田らの研究⁽1⁾において遠隔会議
システムで実施することの困難さが示されるととも
に，全国の音楽や美術系大学において，COVID-19

拡大下においても対面指導を余儀無くされていた． 

このような時勢を受け，筆者らは谷田貝ら⁽2⁾が開発
した裸眼 3D視線一致型テレビ会議システムを活用し
「遠隔では困難とされている造形芸術実技教育の実
現」⁽3⁾を実施し，一定の成果を得た． 

以上のような背景から，遠隔運動実技指導は可能
なものが複数あるが，遠隔芸術実技指導ではほとん
どが困難である要因がなんであるのか明らかにする
必要があると考えた．よって，本研究では身体の同
じ部位を活用する，運動実技指導（卓球指導）と芸
術実技指導（ギター指導）における対面および遠隔
指導の比較効果測定を行い，遠隔指導上共通するあ
るいは異なる困難さや，それをもたらす要因を明らかに
することを目的とする． 

2．研究計画 

谷田貝ら⁽2⁾のシステムを活用した遠隔教育の先行研
究では，造形芸術実技教育の先行研究⁽3⁾に先立ち，既
に嶋田ら⁽4⁾の研究で運動実技指導においても，現行の
テレビ会議システム環境よりも対面環境に近く，効
果的な遠隔教育環境であることが分かっている．よ
って，本研究では，以下 3つの教育環境で比較効果
測定を行う． 

・裸眼 3D視線一致型テレビ会議システム利用環境 

・現行のテレビ会議システム利用環境 

・対面環境 

また，実施する実技指導は，芸術と運動の双方を
比較可能とするため，身体の同じ部位を活用する動
作指導とする．なお，芸術指導のほとんどが室内で
行われることから，運動指導も含め実施場所は室内
と定める．以上の条件を満たす芸術と運動の指導と
して，以下の実技指導を設定する． 

・芸術実技指導：ギター（ストロークの手首動作） 

・運動実技指導：卓球（バックハンドの手首動作） 

本指導のポイントは，芸術（ギターストローク）
と運動（卓球バックハンド）の双方とも図 1に示す
通り「手首を柔らかく」使うことが重要ポイントと
なる．また，これまでの研究では学習効果を中心に
測定してきたが，本研究では，同じ身体部位で似た

ような動作ポイントを含むことから，同部位への疲
労度も比較可能となる．以上より，3環境における
芸術と運動の実技指導比較効果測定（主観質問紙，
客観実技テスト，手首ストレッチ疲労度測定）を行
い，多変量解析により学習環境の差異および芸術と
運動の指導困難要因を明らかにする． 

図１．芸術・運動実技指導の柔らかい手首動作 

ギターストローク 卓球バックハンド 
  

3．おわりに 

本研究では，芸術実技と運動実技の遠隔指導にお
いて「手首を柔らかく」使うことを中心に比較研究
を行うことから，芸術や運動以外にも，例えば調理
時の鍋振りや各種機器のハンドル操作など，多様な
手作業指導への応用も考えられる． 
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